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りそな銀行運用部門の取組事例
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 アセットマネージャー自らが、ESG投資に関する情報開示等、ESG投資方
針の透明化を図る

短期 ～2022年 中期 ～2030年 長期 ～2050年

アセット
マネージャー

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP5

スチュワードシップレポート（2019.1発行）

スチュワードシップ活動の概要（2018.9公表）
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 アセットマネージャー自らが、ESG投資に関する情報開示等、ESG投資方
針の透明化を図る

短期 ～2022年 中期 ～2030年 長期 ～2050年

アセット
マネージャー

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP10-11

 金融セクターは、金融本来の社会的責任を鑑み、パートナーシップに
おける主体的な役割を果たす
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短期 ～2022年 中期 ～2030年 長期 ～2050年

 企業に対するESG情報開示の働きかけ
－ESG情報開示の仕組みや開示プラットフォームの在り方の検討

対企業／
プロジェクト

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP28-29
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 経営トップ自らESG金融の実施へコミットし、リーダーシップを発揮

短期 ～2022年 中期 ～2030年 長期 ～2050年
関係者との
パートナー
シップにおけ
る役割

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP1
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私たちはスチュワードシップ・コードを、遵守すべきルールとしてではなく、お客さまおよび投資先
企業を含む社会とともに持続的に成長するビジネスモデルを構築する取組みとして捉えています。

そして、それが私たちの理念である「運用部門が有する、長年の年金運用で培った運用スキルおよび
国内外資産への長期分散投資にかかる豊富なノウハウにより、お客さまの資産形成を支援・促進す
る。」に通ずると考えております。

また、これらの理念を追求していくため、私たち役職員一人一人が “運用者としての職業倫理”を深
く理解し、運用のプロフェショナルとして「お客さまのために正しく汗をかく」という組織文化を醸
成してまいります。

私たちが最も大切にしたいことは職業倫理であり、ステークホルダーみなさまへの誓約です。
これは受託者責任を全うしつつ、責任投資を実践するための基本的な考え方だと考えております。
そして、その前提には私たちは専門家集団であるという自負と思いやりの心が大切です。

一般的にプロフェッショナルとは『専門的な知識や技能によって報酬を得ている人』と理解されてい
ます。しかしProfessionalの語源『Profess』は、『神に誓いを立てて、これを職とする』という
意味です。

それは、いかに専門性や優れた技能を持っていても、倫理性を欠き自分や自社の利益ばかりを考えた
判断を下す職業人は、真のプロフェッショナルとは言えないと捉えております。

真のプロフェッショナルには高い倫理観とともにみなさまと共鳴する（=resona）感性が大切です。
常に長期投資家として、長期的視点と私たちの職業倫理と皆様への誓約を拠り所にスチュワードシッ
プ責任を果たしてまいります。

私たちの誓い…


